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　１月12日、教育文化センター「みらい」で、第22
回行田市少年少女将棋大会が開催されました。小・中学
生に分かれての個人戦・団体戦では、加藤一二三九段と
行田市出身の矢内理絵子女流名人が、真剣な表情で将棋
盤とにらめっこをする選手たちを見守りました。
　また、小・中学生６人が並んで一度に行われた指導対
局では、名人と対局できる絶好の機会とあって、緊張し
ながらも果敢に勝負を挑む小さな棋士たち。しかし、さ
すがの名人の一手に、思わず苦笑いを浮かべていました。

教えて！4月から始まる
　後期高齢者医療制度……………２～３
住宅借入金等特別税額控除
　（住宅ローン控除）の申告をお忘れなく……………４
保健案内……………１２～１３
写真館……………１６～１７
広場……………１８～１９
催し・募集……………２０～２３
歴史系譜・キラリ元気……………２４
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後期高齢者医療制度
教えて！ ４月から始まる

後期高齢者医療制度
教えて！ ４月から始まる

　医療費が増大していく中、現役世代と高齢者世代の負担を明確化し、安心して医療保険を利
用できる制度にするため、７５歳以上の方を対象にその心身の特性や生活実態などを踏まえて、
従来の医療保険制度から独立した後期高齢者医療制度が４月から始まります。

新しい制度のポイント

１ 対象者は75歳以上の方

　県内にお住まいの７５歳以上の方は４月
から後期高齢者医療制度に加入することに
なります。また、一定の障がいのある６５
歳以上７５歳未満の方も、広域連合の認定
を受けると被保険者となります。

２ 一人ひとりに被保険者証を交付します

　被保険者証が一人に１枚ずつ交付され、
医療機関などでの診察の際はこの被保険者
証のみを提示することになります。

３ 制度の運営と窓口業務

　県内の全市町村で構成される「埼玉県後
期高齢者医療広域連合」が運営主体となり、
保険料の決定・保険証の交付などを行いま
す。保険料の徴収・各種申請・届け出の受
け付け・保険証の引き渡しなどの窓口業務
は本市で行います。

４ 保険料の支払い

　国民健康保険税（料）などの保険料の負担
はなくなり、被保険者一人ごとに計算され
た後期高齢者医療保険料を支払うことにな
ります。今まで自分で保険料を支払ってい
なかった社会保険の被扶養者の方も、新た
に保険料を支払うことになります。

５ 保険料負担を公平に

　これまでは高齢者の方々が加入する制度
によって保険料を負担する人と負担しない
人がおり、市町村によっても保険料は異な
っていました。新しい制度では、被保険者
一人ひとりが負担能力に応じて公平に保険
料を支払うことになります。

６ 窓口での負担割合

　医療機関などの窓口では現行の老人保健
制度と同様、所得に応じて１割または３割
負担となります。（平成２０年７月までは
原則として昨年８月に判定
された一部負担の割合とな
ります）

●今までは…
国保・社保などの医療被保険者証

●平成20年4月からは…
後期高齢者医療被保険者証

老人医療受給者証
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加入手続きの疑問

新たに始まる後期高齢者医療制度について、皆さんの疑問・質問にお答えします

Ｑ　現在82歳で、老人保健で医療を受けていますが、後期高
齢者医療制度の被保険者になるためにはどのような手続
きが必要なのですか？

Ａ　75歳以上の方は、平成20年4月1日に自動的に被保険者
となりますので、特に手続きは必要ありません。保険証
はカード型で一人ひとりに交付され、平成20年3月下旬
にお手元に届きます。

　　※４月以降は、現在お持ちの老人保健医療受給者証や国民健
　康保険・被用者保険などの保険証は使用できなくなります。

Ｑ　平成20年5月に75歳になりますが、後期高齢者医療制
度の被保険者になるためにはどのような手続きが必要な
のですか？

Ａ　平成20年4月以降に75歳になられる方は、75歳の誕生
日から自動的に被保険者となりますので、特に手続きは
必要ありません。保険証は、誕生日前にはお手元に届き
ます。

Ｑ　現在70歳で、障害認定を受け、老人保健の対象となって
います。後期高齢者医療制度の被保険者になるためには
どのような手続きが必要なのですか？

Ａ　障害認定を受けて既に老人保健の対象となっている方は、
平成20年4月1日に自動的に被保険者となりますので、
特に手続きは必要ありません。ただし、後期高齢者医療
制度への加入を希望されない方は、その旨を市役所保険
年金課医療担当に申し出てください。

Ｑ　現在75歳で社会保険に加入しています。4月以降、後期
高齢者医療制度の被保険者になりますが、これまで扶養
していた家族はどうなるのですか？

Ａ　社会保険に加入していた方が後期高齢者医療制度の被保
険者となる場合、その被扶養者は引き続き社会保険に加
入することはできません。そのため、被扶養者が75歳
未満の場合は国民健康保険に加入することになり、今後
国民健康保険税の支払いが発生します。

Ｑ　現在76歳で、社会保険に加入している子どもの被扶養者
となっていますが、後期高齢者医療制度に加入しなくて
はならないのですか？

Ａ　75歳以上の方は、全員加入が義務付けられています。

保険料などの疑問

Ｑ　自己負担限度額が上限をこえた場合に支給される高額療
養費はどうなるのですか？　

Ａ　高額療養費や入院時食事療養費などは、これまでの老人
保健と同様に給付されます。

Ｑ　保険料はどのように決まるのですか？
Ａ　保険料は、一人ごとに計算されます。一人当たりの保険

料は、埼玉県内均一に定められた金額42,530円（軽減
措置あり）と被保険者本人の基礎控除（33万円）後の
総所得金額等に所得割率7.96％を乗じた金額の合計と
なります。

　　※年間保険料の上限額は50万円です。

Ｑ　社会保険に加入している子どもの被扶養者となっていま
すが、保険料はどうなりますか？

Ａ　社会保険（国民健康保険以外の医療保険）の被扶養者で
あった方は、制度加入時から２年間は保険料の均等割額
が５割軽減（課税額21,260円）され、所得割はかかり
ません。さらに、平成20年4月から9月までの6カ月間
は徴収せず（無料）、10月から平成21年3月までの6カ
月間は5割軽減された均等割額をさらに9割軽減(課税額
2,120円)する特別対策が実施されます。

Ｑ　軽減措置があるとのことですが、どのくらい軽減される
のですか？

Ａ　世帯内の被保険者と世帯主の所得を合算した金額（公的
年金所得には、高齢者特別控除15万円を適用後）が一
定の基準額（軽減基準額）以下の場合には、次のとおり
均等割額が42,530円から以下の金額に軽減されます。

　　①保険料の均等割額が「7割軽減」される場合
　　　所得が33万円（基礎控除額）以下の世帯＝12,750円
　　②保険料の均等割額が「5割軽減」される場合

　　所得が33万円（基礎控除額）＋〔24.5万円×世帯の
被保険者数（被保険者である世帯主を除く）〕以下の
世帯＝21,260円

　　③保険料の均等割額が「2割軽減」される場合
　　所得が33万円（基礎控除額）＋〔35万円×被保険者数

（本人を含む）〕以下の世帯＝34,020円
　　※基礎控除額等などの数字は、税制改正などで変わるこ

　とがあります。

Ｑ　保険料の支払い方法はどうなるのですか？
Ａ　年額18万円（15,000円／月）以上の年金を受給している

方は、年金から天引き（特別徴収）されます。ただし、
介護保険料と合わせた合算額が年金の1／2を超える方
は、普通徴収となり、納付書で納めることになります。
　

▶問い合わせ　保険年金課医療担当　(内線226・227)
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高齢者の方も寡婦・寡夫控除が受けられます   ～申告の際はお忘れなく～

　平成18年度税制改正により『老年者控除の廃
止』や『年金収入控除額の縮減』などが実施さ
れていますが、『老年者控除の廃止』に伴い、
これまで重複して控除することができなかった
高齢者（65歳以上）の「寡婦控除」または「寡
夫控除」制度が受けられるようになります。
　次に該当する方は、申告の際に控除漏れとな
らないよう忘れずに申し出てください。

①寡婦控除　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　⑴夫と「死別」または「離婚」した後婚姻せず、扶養親族を
　　有している方
　⑵夫と「死別」した後婚姻せず、所得が500万円以下の方
②寡夫控除　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　⑴妻と「死別」または「離婚」した後婚姻せず、同一生計の
　　子を有し、所得が500万円以下の方

▶問い合わせ　税務課市民税担当（内線231･232）

住宅借入金等特別税額控除（住宅ローン控除）の申告をお忘れなく
　市民税・県民税住宅借入金等特別税額控除の適用を受けるためには、毎年『住宅借入金等特別税額控除申告
書（以下、『申告書』）』の提出が必要となります。
　平成19年分の申告は、平成20年3月17日（月）が提出期限ですので、期限内に必ず申告をしてください。

▶対象となる方
　　平成11年から平成18年までに入居され、所得税の住宅ローン控除を受けており、税源移譲により所得税

が減となることで、平成18年まで受けられていた住宅ローン控除額の一部が控除しきれない方。
　　平成19年中に住宅ローンを組まれた方は対象となりません。

モデルケースモデルケース

【解  説】
①税源移譲前は、住宅ローン控除可能額 15万円が全額控除できた。
②税源移譲により所得税が 10万円に減となったため、住宅ローン控除可能額 15万円のうち、5万円が所得税から控除しきれなくなってしまった。
③その対応として、翌年度の市民税・県民税（20万円の場合）から、所得税から控除しきれなくなった 5万円を税額控除する。
＊図解はあくまでもモデルケースです。　

税源移譲前
【所得税】

税源移譲後
【所得税】 【市民税・県民税】
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所得税から控除しきれなかった住宅
ローン控除額は、翌年度の市民税・
県民税から控除されます

② ③

区　　分 申　告　書　の　提　出　先

所得税の確定申告
をする方

『 申 告 書 』（ 確 定 申 告 を 提 出 す る 納 税 者 の 申 告 書 ） を、「 所 得
税の確定申告書」と一緒に行田税務署に提出してください。

所得税の確定申告
をされない方

住宅ローン控除を含めて
年末調整が済んでいる方

『申告書』（給与収入のみを有しており確定申告書を提出しな
い納税者用）を、「住宅ローン控除を含めて年末調整が済んで
いる源泉徴収票」と一緒に、税務課市民税担当へ提出してく
ださい。（※『申告書』に年末残高の額を記入する欄がありま
すのでお手数でも会社などに確認してください）

▶問い合わせ　税務課市民税担当（内線231･232）

（　　　　　           ）
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宮　
　

純

行
田
商
工
会
議
所
会
頭
賞

美
し
い
国　

理
想
社
会
へ　

電
子
申
請

　
　
　
　
　
　

行
田
中
２
年　
　

加
藤
安
梨
沙

行
田
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞  

優
秀

税
金
を　

納
め
て
参
加　

町
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

見
沼
中
１
年　
　

野
村　

亜
希

行
田
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞  

佳
作

税
金
を　

納
め
て
活
か
し
て　

住
み
よ
い
社
会

　
　
　
　
　
　

見
沼
中
３
年　
　

望
月　

綾
乃

深
め
よ
う　

税
に
対
す
る　

知
識
と
興
味

　
　
　
　
　
　

見
沼
中
２
年　
　

國
嶋　
　

匠

　
大
蔵
財
務
協
会  

理
事
長
賞

 「
税
金
と
祖
父
母
の
く
ら
し
」

　
　
　
　
　
　

行
田
中
２
年　
　

加
藤
安
梨
沙

行
田
税
務
署
長
賞

 「
税
の
大
切
さ
を
知
っ
て
」

　
　
　
　
　
　

長
野
中
３
年　
　

中
川
真
悠
子

行
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞  

金
賞

 「
生
き
た
税
金
」　
　

　
　
　
　
　
　

埼
玉
中
３
年　
　

山
口　

由
梨

行
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞  

銀
賞

 「
税
の
重
み
」　
　
　埼

玉
中
３
年　
　

田
島　

実
穂

 「
心
に
刻
ま
れ
た
レ
シ
ー
ト
」

　
　
　
　
　
　

長
野
中
３
年　
　

冨
田　

沙
希

 「
税
＝
未
来
の
幸
せ
」

　
　
　
　
　
　

長
野
中
３
年　
　

岩
崎　

真
衣

行
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞  

銅
賞

 「
税
金
で
育
つ
花
」

　
　
　
　
　
　

長
野
中
３
年　
　

野
口
夕
花
里

 「
私
達
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
」

　
　
　
　
　
　

南
河
原
中
３
年　

橋
本　

眞
耶

 「
税
の
存
在
は
、
大
き
い
」

　
　
　
　
　
　

西
中
３
年　
　
　

贄
田
真
梨
奈

行
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞  

入
選

 「
幸
せ
な
毎
日
を
」　
　

忍
中
２
年　
　
　

小
林　

咲
季

 「
暮
ら
し
の
安
全
は
税
金
に
あ
り
」

　
　
　
　
　
　

見
沼
中
２
年　
　

羽
鳥　

紗
季

 「
納
め
る
こ
と
の
大
切
さ
」

　

南
河
原
中
２
年　

山
﨑　

静
香

 「
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　

太
田
中
３
年　
　

松
本
明
日
香

行
田
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞  

佳
作

 「
税
の
あ
り
が
た
さ
」

　
　
　
　
　
　

行
田
中
３
年　
　

大
澤　

未
来

【
標
語
の
部
】（
順
不
同
）

【
作
文
の
部
】（
順
不
同
）

　

次
代
を
担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
標
語
と
作
文
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
行
田
税
務
署
管
内
で
合
わ
せ
て
６
千
３
０
０
件
に
の
ぼ
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
次
の
方
々
が
入
賞
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

税
に
関
す
る
中
学
生
の

　
　

 

標
語
・
作
文
の
入
選
作
品

税
に
関
す
る
中
学
生
の

　
　

 

標
語
・
作
文
の
入
選
作
品

税
に
関
す
る
中
学
生
の

　
　

 

標
語
・
作
文
の
入
選
作
品

平成19年度平成19年度平成19年度
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　さきたま古墳群の世界遺産登録に向けた気運を高めるため、
「世界遺産推進市民総決起大会」を開催します。私たちの熱意
を全国に発信しましょう！奮ってご参加ください。
▶日　　時　2月23日(土)午後6時～7時30分
▶場　　所　産業文化会館ホール
▶内　　容　さきたま古墳群と世界遺産に関する講演、総決起

宣言などを予定
▶主　　催　世界遺産推進市民総決起大会実行委員会
▶問い合わせ　実行委員会事務局（企画政策課世界遺産推進担当

内線307）

世界遺産推進市民総決起大会を開催します

　２月１２日（火）に予定していた佐間地区、埼玉地区、下忍地
区を対象とする「市長と語る対話集会」の日程を次のとおり変
更します。また、参加者を募集しますので、多くの方の参加を
お待ちしています。
▶日　　時　2月18日（月）午後７時～８時30分
▶場　　所　埼玉公民館
▶参加資格　該当地区在住の方　
▶申し込み　不要（直接会場へお越しください）
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

「市長と語る対話集会」の開催日を変更します

　

中
里
地
区
に
野
積
み
さ
れ
て
い
る
廃
タ
イ
ヤ
の

撤
去
作
業
が
１
月
16
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

撤
去
開
始
に
先
だ
ち
始
動
式
が
催
さ
れ
、
行
田

市
・
埼
玉
県
・

（社）
日
本
自
動
車
タ
イ
ヤ
協
会
・

（社）

埼
玉
県
産
業
廃
棄
物
協
会
の
ほ
か
、
大
勢
の
地
元

住
民
ら
が
見
守
る
中
、
撤
去
作
業
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　

撤
去
作
業
は
２
月
29
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
５
５
６―

９
５
３
０

中
里
地
区
の
廃
タ
イ
ヤ
の

　
　

 

撤
去
が
始
ま
り
ま
し
た

撤去される廃タイヤ

めざせ世界遺産！ さきたま古墳群魅力発見隊
第 2 回「奥 の 山 古 墳」

Ⓒ  二二ギンとコノハちゃん

奥の山古墳はどのような古墳なの
　奥の山古墳は、さきたま古墳群の南に位置する前方後
円墳です。古墳群の中では2番目に小さい古墳ですが、
それでも墳丘の全長は70ｍ、高さは7ｍ近くにもなりま
す。副葬品の分析結果から、6世紀の中ごろに造られた
と考えられています。

「奥の山」の名前の由来は
　奥の山古墳の名前は、その位置に由来するといわれ
ています。さきたま古墳群のうち、渡柳地区にある3つ
の古墳は南から「戸場口山」「中の山」「奥の山」と
並んでいて、奥の山古墳は一番奥にあることからこの
名前が付けられたと伝えられています。

　現在、市では、さきたま古墳群の世界遺産登録へ向けた活動を進めています。　
　今回は、「さきたま古墳群魅力発見隊」のニニギンとコノハちゃんが奥の山古墳を紹介します。

奥の山古墳の謎とは
　今まで、奥の山古墳はさきたま古墳群で唯一の一重
周濠（しゅうごう…古墳を囲む掘のこと）とされてき
ました。他の古墳は二重周濠であるのに、「なぜ奥の
山古墳だけ周濠が一重なのか」という謎は、しばらく
解けないままでした。

　しかし、昨年11月の発掘調査で、奥の山古墳も二重
周濠であることがわかり、長らくの謎が一つ解けたと
いえます。今も調査が進められており、今後はもっと
大きな発見があるかもしれません。

　さきたま古墳群は、このような古墳が日本有数規模
で密集している古墳群で、日本の古墳文化を語るうえ
で貴重な文化遺産です。
　市では、さきたま古墳群の価値をアピールしなが
ら、今後も世界遺産登録に向けて活動していきます。
めざせ！世界遺産！
▶問い合わせ　企画政策課世界遺産推進担当（内線307）

奥の山古墳
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都市計画道路の構想案の閲覧および
説明公聴会を開催します

　埼玉県が決定する都市計画の案を作成するにあたり、住
民の皆さんに意見をお聞きするため、次のとおり構想案の
閲覧および説明公聴会を開催します。

【閲覧】
▶期　　間　２月５日（火）～19日（火）午前８時30分

～午後５時15分（土・日曜日、祝日を除く）　
▶閲覧場所　市役所まちづくり推進課

【説明公聴会】
▶日　　時　２月26日（火）午後２時～
▶場　　所　市役所２階203会議室　
▶内　　容　行田都市計画道路の変更について（３・４・９

田幡堀之内線の廃止）　
▶公述（説明公聴会で意見を述べること）申し込み　
　まちづくり推進課に用意してある公述申込書を２月19

日（火）（必着）までに郵送（〒361―8601行田市本
丸２―５）または直接提出してください。

※公述の申し出ができる資格を有するのは、市内に住所をも
　つ個人または法人です。
※希望者多数の場合は公述人を選定することがあります。
▶問い合わせ　まちづくり推進課（内線355・359）

子ども医療費の支給対象を拡大します

　4月1日から子ども医療費の通院費用に係る支給対象年
齢を、これまでの「小学校就学前」から「中学校就学前」
までに拡大します。

＝受給者証の取り扱い＝
⑴既に子ども医療費受給資格の登録をされ、受給者証をお

持ちの方には、３月中に新しい受給者証を郵送します。
（加入保険、振込口座内容に変更がある場合はご連絡ください）

⑵平成８年４月２日～平成14年4月1日に生まれた子ども
の保護者で該当すると思われる方には「登録申請書」を
送付していますので、次のものを持参して登録申請の手
続きを行ってください。２月４日（月）～８日（金）は
特設の申請場所を設けて受け付けを行います。また、郵
送でも受け付けます。

　○子ども医療費受給資格登録申請書
　○口座振替依頼書
　○保険証（子どもの名前が記載された保険証）
　○保護者名義の預金通帳（ゆうちょ銀行以外の通帳）　
　○印鑑（シャチハタは不可）

▶問い合わせ　保険年金課医療担当（内線226・227）

臨時職員を募集します

【一般事務補助】
▶資格　エクセル・ワード操作のできる方　▶勤務時間 
①午前８時30分～午後５時(休憩１時間)、②午前９時～
午後３時(休憩１時間) ▶募集人数　若干名  ▶時給　830円

【調理師】
▶業務内容　市立保育園での調理業務　▶資格　調理師免
許　▶勤務時間　午前８時30分～午後５時(休憩１時間)
▶募集人数　若干名　▶時給　850円

【調理補助】
▶業務内容　市立保育園での調理業務　▶勤務時間　午前
８時30分～午後３時 (休憩１時間)  ▶募集人数　若干名
▶時給　830円

【閉庁日受付業務】　
▶業務内容　閉庁日(土・日曜日、祝日、年末年始の休日)
における市役所電話受付・戸籍受付・斎場利用許可など　
▶勤務時間　①午前８時30分～午後５時(休憩１時間)、
②午前８時30分～午後１時、③正午～午後５時　※①②
③のシフト勤務を予定　▶募集人数　若干名　▶時給　
830円(年末年始加算あり)

すべての職種とも
▶申し込み　市販の履歴書(写真貼付)に必要事項を記入の
うえ、２月29日(金)までに人事課へ持参してください。
面接のうえ４月１日からの採用を予定しています。　
▶問い合わせ　人事課（内線209）

公民館の臨時職員を募集します

▶業務内容　地域公民館における一般事務　
▶勤務日時　火曜日～日曜日のうち週４～５日間、午前８

時30分～午後５時15分　
▶募集人数　若干名　
▶時　　給　830円　
▶申し込み　市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入

のうえ、２月29日（金）までに中央公民館事務室へ提
出してください。

▶選考および採用　書類審査・面接のうえ、4月１日から
採用予定　

▶問い合わせ　中央公民館 ☎556―2649

課
長
級
以
上
の
職
員

●
異
動　

平
成
20
年
１
月
１
日
付

【
部
次
長
】
▼
(教)
生
涯
学
習
部
次
長
兼
ひ
と
つ

く
り
支
援
課
長 

今
村
正
（
㈳
行
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
▼
㈳
行
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長　

永

沼
隆
（
消
防
本
部
次
長
）　
　
　

【
課
長
・
副
参
事
】
▼
(教)
生
涯
学
習
部
副
参
事

(

ひ
と
つ
く
り
支
援
担
当)　

萩
原
康
弘
（
(教)

生
涯
学
習
部
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
長
）　
　

▼
問
い
合
わ
せ　

人
事
課
（
内
線
２
０
８
）

人 

事 

異 

動
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　昨年６月の国土交通省からの「公営住宅
における暴力団排除」通知に基づき、12
月定例市議会において市営住宅の管理条例
が改正され、12 月 21 日から施行されま
した。これにより、暴力団員は市営住宅に
入居できませんので、入居者の安全と平穏
の確保が図られます。　
▶問い合わせ　建築課住宅管理担当
　（内線 336・338）

暴力団員を排除し
安全で安心な市営住宅に

　市では、行田市観光振興基本計画を策定す
るため、計画（案）を公表し、意見を募集します。
▶公表時期および意見募集期間
　２月 12 日 ( 火 ) ～３月 13 日 ( 木 )
▶公表方法　市ホームページ、商工観光課

および市政情報コーナーで閲覧可能です。
▶応募方法　商工観光課へ持参するか、郵

送、ＦＡＸまたはＥメールのいずれかの方
法で提出してください。【郵送】〒361 ー
8601 行 田 市 本 丸 ２ 番 ５ 号【 ＦＡＸ 】
553ー5063【Ｅメール】syoko@city.
gyoda.lg.jp ※提出いただいた意見を反
映し、計画を策定・公表するため、提出
いただいた方への個別の回答はしません
のでご了承ください。

▶問い合わせ
　商工観光課観光担当（内線 382）

　最近、「集積場所にごみが残っている」と
いう連絡が多くなっています。市では現地
確認後に収集していますが、多くは収集後
に出されたごみです。
　収集日に出されたごみは、必ずその日の
うちに収集しており、再度収集に行くこと
で、他の地区の集積場所を回る時間が遅れ
たり、収集の終了時刻が遅くなったりする
ことがあります。ごみは必ず決められた時
間までに集積場所へ出してください。
　なお、集積場所や収集日がわからない場
合は、環境課まで問い合わせください。
▶問い合わせ　環境課環境業務担当
　☎ 556 ー 9530

　平成 19 年の救急出場件数は 3,176 件で、過去最高となりま
した。しかし、約半数は軽症で、その中には救急車が必要であっ
たのか疑われるものもありました。
　出場件数の増加に伴い、救急車が不足し、本当に救急車が必要
な一刻を争う重症の方のために出場できなくなってしまうことも
懸念されます。症状が軽く、搬送手段があるにもかかわらず、「救
急車で行けばすぐに診てもらえる」など安易に考えることなく、
救急車の適正利用にご協力ください。
▶問い合わせ　消防署救急担当 ☎ 556 ー 3005（内線 121）

『火は見てる　あなたが離れる　その時を』
　３月１日㈯から７日㈮までの７日間、
全国一斉に春の火災予防運動が実施されます。
　季節風が強く空気が乾燥し火災が発生しやすい時季を迎えるに
当たり、市民の皆さんに、火災予防に対する認識を深めていただ
き、尊い生命や大切な財産を火災から守るための運動です。一人
ひとりが火の取り扱いには十分注意し、火災を発生させないよう
にしましょう。
【火災発生件数が減少】
　平成 19 年中に発生した火災の総件数は 30 件で、平成 18 年
中の総件数 44 件から 14 件減少し、過去 10 年間のうち最も火
災発生の少ない年となりました。
▶問い合わせ　消防本部予防課 ☎ 556 ー 3005（内線 213）

行田市観光振興基本計画（案）
についての意見募集

ごみ出しルールを守って、きれいなまちを
～ごみ出しの時間（午前８時30分）を守ってください～

春季全国火災予防運動

救急車の適正利用を

上級救命講習会を開催します

　事故や病気の急変時の応急手当、特に心臓や呼吸が止まってい
れば心肺蘇生をすぐに行える人や家族がそばにいることは大きな
安心で大変重要なことです。なぜなら、救急車がすぐに現場に到
着できるとは限らないからです。
　消防本部では救急車が到着するまでの間に大切な生命を守るた
めの応急手当を習得していただくため、ＡＥＤ（自動体外式除細
動器）の使用方法を含む心肺蘇生法や気道異物除去法・止血法を
取り入れた「普通救命講習会」を開催しています。この講習会を
修了された方から、さらに踏み込んだ、また、他の応急手当法を
習得したいとの意見により、普通救命講習より時間を延長し、小
児・乳幼児などの心肺蘇生法や、一般外傷の処置法・患者の搬送
法など内容を拡大した８時間の「上級救命講習会」を次のとおり
開催します。
　すでに普通救命講習を受講され、さらに幅広く、詳しい処置法
の習得を希望する方や、ご自身の業務の性格から、こうした処置
法の習得が必要であると思われる方の参加をお待ちしています。
▶日時　３月 22 日 ( 土 ) 午前８時 30 分～午後５時 15 分　
▶場所　消防本部第３会議室　　▶費用無料　
▶募集人員　20 人（先着順）　
▶申し込み・問い合わせ
　消防署救急担当
　☎ 556 ー 3005（内線 121）
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▶加入方法
　2 月 1 日から 3 月 31 日までは、自治会を通して
予約加入の取りまとめを行います（各自治会で指定し
た期間に限ります）。また、防災安全課（22 番窓口）
では随時受け付けています。

▶会費
　年額 500 円  ※10 月以降に中途加入される場合
は、250 円となります

▶加入資格
　市内に居住している方で住民基本台帳に記録されて
いる方、もしくは外国人登録原票に登録されている方、
または市内の事業所に勤務している方。 ※就学のた
めに転出している場合、加入できません

▶共済期間
　平成 20 年 4 月 1 日から平成 21 年 3 月 31 日ま
での 1 年間。ただし、共済期間内に市外へ転出した
場合、または市内の事業所に勤務している方が市外へ
転勤した場合は、効力を失います。

▶対象となる交通事故（国内の道路上で発生した次の人
身事故に限る）

・車両（自動車、原動機付自転車、自転車、トロリーバス
　など）に乗車中の衝突、転落、接触などによる事故
・歩行中に発生した運行中の車両との衝突、接触など
　による事故

▶対象とならない交通事故
・故意による場合
・無免許運転または飲酒運転
・地震、噴火、津波など天災に直接起因した交通事故

　平成 19 年中は、市内で 3 人の方が交通事故で亡くなられています。交通事故を無くすには、ルールを守
るだけでなく、気持ちのゆとりと譲り合いの精神を持つことが大切です。しかし、ルールを守っていても、
どんなに注意をしていても交通事故に遭うことがあります。そのような万一の事故に備えて加入していただ
きたいのが交通災害共済制度です。
　これは、市民の皆さんが会費を出し合って、加入された方が交通事故に遭ったとき、お互いに助け合う制
度です。皆さんも家族全員で交通災害共済にご加入ください。

・歩行中の単独転倒による事故
・道路でない場所での事故（個人の宅地または企業、
　工場敷地内、農耕作業中の場合など）

▶見舞金
種　　類 区　　　　　　分 見　舞　金　額

死亡見舞金 1,000,000 円

後遺障害見舞金 身体障害者福祉法施行規則の規定による障
害等級５級以上の障害と診断されたとき 600,000 円

医療見舞金

実
治
療
日
数

180 日以上　　 130,000 円

150 日以上　　180 日未満 100,000 円

120 日以上　　150 日未満 80,000 円

90 日以上　　120 日未満 60,000 円

60 日以上　　 90 日未満 45,000 円

30 日以上　　 60 日未満 30,000 円

7 日以上　　 30 日未満 20,000 円

7 日未満　　 14,000 円

・実治療日数は、入院日数と通院日数（医師の診察を
　受けた回数）を加えたものです。また、医師の治療
　開始後に、通勤、通学、就業などができなかった場
　合は、診断書と併せて休業証明書などにより通院し
　なかった日を実治療日数に加えることができます。
・原則として交通事故証明書、救急車出動証明書（公
　的証明書）が必要になります。交通事故証明書また
　は救急車出動証明書がない場合は、実治療日数が
　30 日以上でも支払われる見舞金の上限が 20,000
　円となります。

▶平成18年度事業実績（平成19年3月31日現在）
会員数 共済会費 加入率 共済見舞金 申請件数

48,252 人 24,115,750 円 54.5％ 18,619,000 円 430 件
( うち死亡 6 件）

▶問い合わせ　防災安全課交通担当（内線 284）

平成２０年度の加入受付が始まります

万一の交通事故に備えて交通災害共済に加入しましょう
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行田市登録手話通訳者選考試験

　聴覚障害者のコミュニケーションと社会参加の促進を担う、手話
通訳者の選考試験を実施します。
▶日　　時　３月２日（日）午前９時30分～正午
▶場　　所　総合福祉会館「やすらぎの里」
▶受験資格　平成19年４月１日現在、満20歳以上の方（学生を
　除く）　
▶試験内容　筆記、読み取り、聞き取り、面接　※手話通訳士の資

格を有する方または埼玉県の登録手話通訳者認定試験に合格し
ている方は面接のみ行います。

▶申し込み　福祉課にある所定の申込用紙に必要事項を記入し、顔
写真（4ｃｍ×3ｃｍ）を貼付のうえ、福祉課まで郵送または持参
してください。

▶申込期限　２月25日（月）必着　
▶問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線266）または行田市社会

福祉協議会 ☎557―5400　

　市では、小学校の英語活動のアシスタントをしてい
ただけるボランティアを募集します。
▶応募資格　日常英会話ができ、子どもと一緒に歌っ

たり踊ったりできる明るく元気な方で、市内の小
学校に通勤可能な方

▶活動期間　平成20年度の１年間
▶募集要項および志願書　２月４日（月）から学校教

育課（産業文化会館３階）で配布します。また、
市ホームページからダウンロードできます。

▶申し込み　所定の志願書に必要事項を明記し、２月
27日（水）までに学校教育課へ持参してください。

▶そ の 他　志願書と面接により選考します。志願書
受け付け後、面接日程をご連絡します。また、活
動に対して市規定の謝礼をお支払いします。

▶問い合わせ　学校教育課 ☎556－8316　

のびのび英語ボランティアを募集します

▶募集人数　若干名（市内中学校担当）　
▶応募資格　満22歳以上で学校教育に理解があり、

子どもとのふれあいや悩みの相談に親身になって
応じる意欲のある方　

▶活動内容　さわやか相談員やスクールカウンセラー
と連携した、生徒への相談・援助活動。また、いじ
めや不登校をはじめとする諸問題の解決に向けた、
学校・家庭・地域社会との連携を深める活動の支援。

▶勤務条件　原則として１日４～６時間程度（週２～
５日間）

▶謝　　金　市の規定による　
▶選　　考　書類審査および面接による　
▶面接日時　３月上旬　
▶申し込み　２月15日(金)～25日(月)に、本人が応

募書類を学校教育課（産業文化会館３階）へ持参し
てください。応募書類は２月12日(火)から学校教
育課で配布します。

▶問い合わせ　学校教育課ボランティア相談員担当
　☎556―8316

平成20年度 行田市ボランティア相談員を募集します

　基礎年金番号に結びついていない約5,000万件の記録について
平成１９年１１月からコンピュータによる名寄せ作業を開始し、そ
の結果、皆さんの基礎年金番号の記録と結びつく可能性のある記録
が出てきた方へ、平成２０年３月までに「ねんきん特別便」をお送
りします。
　それ以外の皆さんにも順次「ねんきん特別便」をお送りします。
　・年金受給者の方へは４月から５月までの間に
　・現役加入者の方へは６月から１０月までの間に

「ねんきん特別便」による本人確認および手続きを経て、は
じめて記録が結びつくことができます。お手数をおかけしま
すが、お手元に届いた「ねんきん特別便」により、年金記録
に記載漏れや誤りがないかを確認のうえ、必ず手続きしてい
ただきますようお願いします。

●結婚などで名字が変わられた方
　結婚などで名字が変わられた方で氏名変更の届け出をされていな
い方は、早急に氏名変更をしていただく必要があります。

●年金手帳を複数お持ちの方
　お手持ちの古い年金手帳をご確認いただき、氏名変更の届け出を
されていない方は、変更の届け出をお急ぎください。

●住所変更された方
　住所変更の届け出がお済みでない方は、大切な「ねんきん特別便」
をお届けできません。住所の変更・訂正はご自身による手続きが必
要となりますので、次の手続き先で手続きをお願いします。
　・国民年金第１号被保険者‥‥‥お住まいの市区町村役場の窓口
　・厚生年金加入者　　　　　　　厚生年金加入者の方の勤め先の
　・国民年金第３号被保険者　　　社会保険担当者
　・年金受給者‥‥‥‥‥‥‥‥‥お近くの社会保険事務所

▶問い合わせ　保険年金課国民年金担当（内線270・275）または
　熊谷社会保険事務所 ☎522－5211

社会保険庁より「ねんきん特別便」をお送りします
～あなたの年金記録の確認をお願いします～

}
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トルを持参してください。
問い合わせ　騎西町産業建設課都市計画担当 ☎0480－73－

1111（内線157）

《北川辺町》
タイトル　いきいき学びあいフェスティバル2008
内　　容　「生涯学習」に取り組むきっかけづくりの場とし

て「いきいき学びあいフェスティバル2008」
を開催します。さまざまな体験学習コーナーやイ
ベントを用意していますので、お気軽にお越しく
ださい。

場　　所　北川辺町生涯学習センター「みのり」
日　　時  【展示の部】３月８日(土）・９日(日)午前10時～
　　　　  【体験学習の部】３月９日(日)午前10時～
　　　　  【学習成果発表の部】３月９日(日)午後１時～
　　　　  【軽スポーツ体験の部】３月９日(日)午後１時30
　　　　　分～
問い合わせ　北川辺町教育委員会 ☎0280－62－1710

《大利根町》
タイトル　第12回童謡のふる里おおとねウォーク
内　　容　大利根町の自然豊かなコースを歩く童謡のふる里

おおとねウォークを開催します。周囲ののどかな
風景を楽しみながら、皆さんで一緒に歩いて健康
づくりをしてみませんか。

日　　時　３月９日(日) 　受　付：午前８時40分　
　　　　　　　　　　　　開　会：午前９時　※小雨決行
　　　　　　　　　　　　予備日：３月16日(日)
集合場所　大利根運動公園自由広場　
参 加 費　一般成人500円、小・中学生300円（当日徴収）
参 加 賞　童謡のふる里おおとねグッズ
コ ー ス　10㎞コース：一般成人
　　　　　 ５㎞コース：一般成人、小・中学生
申し込み　電話で文化体育館（☎0480－72－5488）へ

申し込むか、教育委員会・農協各支店・役場・総
合福祉会館・アスタホール・農業創生センターに
置いてある申込用紙をご利用ください。

問い合わせ　大利根町教育委員会生涯学習課
　　　　　☎0480－72－1323
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〜でかけませんかとなりまち〜

《加須市》
タイトル　加須未来館プラネタリウム
内　　容　加須未来館では、プラネタリウムの投影を行って

います。３月16日(日)までは、冬のプラネタリ
ウム番組を投影しています。ぜひお越しくださ
い。

投影番組  「冬の星空と今夜、銀河の片隅で」
投影日時  【月曜日】午後２時
　　　　  【土曜日】午前 11時、午後２時・６時
　　　　  【日曜日･祝日】午前 11時、午後２時

※団体投影は事前にご相談ください。また、混雑
　時の臨時投影もあります。

観 覧 料　個人100円、団体(20人以上) 80円　
　　　　　※小学生未満、高齢者(65歳以上)、障害者の方

は無料。（年齢が分かるもの、障害者手帳をお持
ちください）

問い合わせ　加須未来館 ☎0480－69－2160
　　　　　http://www.kazo-city.or.jp/miraikan/

《羽生市》
タイトル　企画展「中島和夫コレクション～作家署名本～」
内　　容　羽生市出身の文芸評論家・中島和夫氏寄贈の署名

本約700冊を中心に昭和から平成に活躍した著
名な作家の作品を展示します。　　　　

期　　間　３月９日(日)まで ※毎週火曜日・第4木曜日休館
場　　所　羽生市立図書館・郷土資料館展示室
入 場 料　無料
問い合わせ　羽生市立図書館・郷土資料館 
　　　　　☎561－8233

《騎西町》
タイトル　炭焼き体験会
内　　容　事前に焼いた竹炭や木炭を窯から取り出し、出来

上がりを確認します。その後、新しい材料を窯に
入れる作業や窯を塞

ふさ

ぐ作業を体験します。
日　　時　３月23日(日)午前９時～正午 ※雨天中止
場　　所  「種足ふれあいの森」炭焼き小屋
参 加 費　無料（事前申し込み不要）　
そ の 他　当日は汚れてもいい服装で、マスクと軍手をご用

意ください。また、木酢液が欲しい方はペットボ
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保健センター　Tel.553ー0053 ／ Fax.555ー2551
保 健 案 内

健康講座
「吸わない人にも知ってもらいたい　たばこの話」

「食事を見直して家族みんなの健康づくり」
　市民の方からのご要望が多かった喫煙と食事についての
講座を開催します。ついつい手を出してしまうたばこのこ
と、作り過ぎや食べ過ぎてしまう食事のこと、見て聞いて
実感してみませんか。

日　　時　3月5日（水）午後１時30分～3時30分
場　　所　保健センター　
内　　容　講話および実習(たばこ呼気検査、自分に合っ
　　　　　たカロリーの計算など）
講　　師　小坂高洋さん（加須保健所長医師）、川合玲子
　　　　　さん（管理栄養士）
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　筆記用具・健康手帳
申し込み　2月29日（金）までに
　　　　　保健センターへ

ウォーキング教室
～歩きかたを変えるだけでダイエット‼～
　最近、「お腹まわりが気になる」「運動不足で体が
重く感じる」「頭ではわかっているけど、なかなか行
動にうつせない」などという方に朗報です。『歩き』
は、子どもからお年寄りまですべての人ができるやさ
しいスポーツであり、いつでも、どこでも、自分のペ
ースでできるもっとも身近な運動です。
　快適な汗をかいて、運動を始めるきっかけにしてみ
ませんか。ぜひこの機会に、夫婦や友人をお誘い合わ
せのうえご参加ください。

日　　時　2月22日（金）、3月7日（金）・18日（火）
　　　　　午前10時～11時30分
場　　所　保健センター（室内で行います）
内　　容　日常生活で行える歩き方についての講話・
　　　　　実習
講　　師　駒崎優さん（ヘルスケアトレーナー）
定　　員　25人（先着順）
持 ち 物　健康手帳・室内履き
　　　　　動きやすい服装・飲み物
申し込み　電話で保健センターへ

休日急患診療  ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い
合わせください。

 ・行田中央総合病院　　☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院　☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療センター　☎048－824－4199

期　日 場　所

2 月 17 日（日） 行田中央総合病院

2 月 24 日（日） 壮幸会行田総合病院

3 月　2 日（日） 壮幸会行田総合病院

3 月　9 日（日） 壮幸会行田総合病院

基本健康診査・がん検診
　平成19年度の基本健康診査・がん検診（肺がん・
大腸がん・前立腺がん）の受診は2月29日（金）まで
です。勤務先などで健診の機会がなく、まだ受診して
いない方は、この機会にぜひ受けてください。
　なお、健診を受けられるのは１年度内（今年度は平
成19年5月1日から平成20年2月29日までの間）に
1回です。受診券が必要ですので、お持ちでない方は
保健センターまでご連絡ください。

お子さんの予防接種はお済みですか
　4月からの入園や入学に備えて、必要な予防接種（B
CG、ポリオ、三種（二種）混合、麻しん・風しん）
を済ませておきましょう。また、現在小学6年生（11
歳以上13歳未満）の児童で二種混合（ジフテリア・
破傷風）予防接種をまだ受けてない場合は早め（3月
末まで）に受けましょう。
　なお、予診票のない方は、
母子健康手帳を持参のうえ、
保健センターへお越しください。
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名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　健康相談 　健康に関する相談をしたい方
   3 月 12 日 ㈬

午前 10 時
〜 11 時

食事や日常生活についての相談を
保健師・栄養士がお受けします。

　禁煙相談 　たばこをやめたい方 申し込みが必要です。

　こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、
夜眠れない、不安や心配事がある、
人間関係に悩みがあるという方

   2 月 21 日 ㈭ ー 申し込みが必要です。

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　乳幼児健診 　４カ月児・１歳６カ月児・
　 2 歳 7 カ月児・3 歳６カ月児 対象児には通知します。転入された方は保健センターにご確認ください。

　BCG 予防接種

　平成 19 年 11 月 1 日〜 15 日
　生まれの子    2 月 27 日 ㈬

午後 1 時 30 分
〜 2 時 20 分

対象児には通知します。
対象外でまだ受けていないお子
さん（６カ月未満）は、この機
会に受けてください。

　平成 19 年 11 月 16 日〜 30 日
　生まれの子    3 月　3 日 ㈪

　乳幼児相談 　小学校入学前の子
   3 月 10 日 ㈪ 午後 1 時 30 分

〜 3 時 30 分 保健師、栄養士がお受けします。
申し込みが必要です。

   3 月 24 日 ㈪ 午前 9 時 30 分
〜 11 時 30 分

　離乳食教室（初期） 　平成 19 年 9 月 15 日〜 10 月
　14 日生まれの子    3 月　6 日 ㈭ 午後 1 時 45 分

〜 2 時 申し込みが必要です。

　離乳食教室（中後期） 　７カ月から 11 カ月のお子さんを
　お持ちの方    3 月 17 日 ㈪ 午前 9 時 45 分

〜 10 時
日程の１カ月前から申し込みを
受け付けます。

　コアラ教室 　平成 19 年 8 月 15 日〜 10 月
　14 日生まれの子

   3 月   4 日 ㈫
   　　 11 日 ㈫

午前 9 時 45 分
〜 10 時

赤ちゃんとの遊びなどを通じた
母親同士の仲間作りの場です。
申し込みが必要です。

　思春期こころの相談 　小・中学生、高校生、または
　その家族など    3 月　3 日 ㈪ 午前 9 時 30 分

〜 11 時 30 分
心理士、保健師がお受けします。
申し込みが必要です。

子どもの行事 ※場所は保健センター

おとなの行事

ぎょうだ家事援助サービス事業の改正
　病後の方、高齢者夫婦、ひとり暮らしの高齢者などで、
家事の手伝い（掃除、洗濯、食事の準備など）が必要な方
に、登録している協力会員を派遣して家事の手伝いを行う
「ぎょうだ家事援助サービス事業」を実施していますが、
４月１日から次のようになります。

①家事援助サービスの利用料金　
　１時間850円、30分425円
　※30分券を新たに設けます。
②家事援助サービスの活動費　
　１時間800円、30分400円
③利用時間の延長
　サービス提供時間は、午前9時〜午後5時となります。

▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会 ☎557―5400

行田市心配ごと相談所の廃止
　毎月第１･３木曜日の午後１時から４時まで、コミュニテ
ィセンターみずしろで開設していた行田市心配ごと相談所
は、３月６日(木)の相談日をもって廃止となります。
　廃止後は、行田市社会福祉協議会の事務局で相談をお受
けします。
▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会 ☎557―5400

車椅
い す

子・特殊寝台貸与事業の改正
　在宅での病気療養または介護などにより一時的に車い
すおよび特殊寝台が必要となる方に、日常生活の安定と
介護負担の軽減を図ることを目的に「車椅子・特殊寝台
貸与事業」を実施していますが、４月１日から次のよう
になります。
①車いすおよび特殊寝台の利用対象　
　身体障害者手帳を所持している方は、行田市心身障害
者等日常生活用具給付を優先し、介護保険の要支援・要
介護認定審査で要介護２以上の判定となった方は、介護
給付のレンタルを優先していただきます。
②車いすおよび特殊寝台の延長期間　
　車いすおよび特殊寝台を、広く皆さんに利用していた
だくため、最長１年６カ月間（延長２回）までの貸与と
なります。
③安全面と衛生面の確保のため消毒・メンテナンス料金
の一部負担
　○車いす‥‥‥‥‥‥‥1,300円
　○特殊寝台‥‥‥‥‥‥2,500円
　○ベッドマットレス‥‥1,500円
▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会
　☎557―5400

※場所は保健センター
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【
事
例
１
】　
（
高
校
生
Ａ
子
）

　
『
プ
ロ
フ
』で
知
り
合
っ
た
女
子
高
校
生
と
友
だ
ち
に
な
っ

た
。
悩
み
も
聞
い
て
く
れ
て
、
１
日
に
何
度
も
メ
ー
ル
の
や

り
と
り
を
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
１
通
の
メ
ー
ル
交
換
で

千
円
か
か
る
と
知
ら
さ
れ
、５
万
円
の
請
求
を
受
け
た
。使
っ

た
の
は
事
実
な
の
で
、
仕
方
な
く
支
払
っ
た
が
、
そ
の
後
も

脅
迫
の
メ
ー
ル
が
続
く
。

【
事
例
２
】　
（
中
学
生
Ｂ
子
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
で
知
り
合
っ
た
男
子
高
校
生

と
メ
ー
ル
で
や
り
と
り
を
す
る
う
ち
、
気
の
許
せ
る
ボ
ー
イ

フ
レ
ン
ド
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。「
下
着
姿
の
写
真
を

送
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
要
求
に
も
、
嫌
わ
れ
た
く
な
い

一
心
で
写
真
を
送
っ
た
。
そ
の
後
、要
求
は
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
、「
裸
の
写
真
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
要
求
さ
れ
た
。

さ
す
が
に
断
っ
た
と
こ
ろ
、「
下
着
姿
の
写
真
を
ば
ら
ま

く
」
と
脅
さ
れ
た
。

【
事
例
３
】　
（
20
代
Ｃ
男
）

　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く
れ
た
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と

い
う
メ
ー
ル
が
携
帯
に
送
ら
れ
て
き
た
の
で
、
名
前
や
住
所
、

電
話
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
入
力
し
た
と
こ
ろ
、
見
知
ら

ぬ
業
者
か
ら
広
告
メ
ー
ル
や
勧
誘
の
電
話
が
殺
到
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
『
プ
ロ
フ
』
と
は
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
サ
イ
ト
の
略
で
、
主
に

携
帯
電
話
を
使
っ
て
、
名
前
や
住
所
、
血
液
型
、
趣
味
な
ど

の
質
問
項
目
を
入
力
す
る
と
、
手
軽
に
自
己
紹
介
の
ペ
ー
ジ

が
で
き
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
に
日
記
の
よ
う
に
書
い
た
り
、

見
た
人
が
返
事
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
イ
ト
で

す
。
プ
ロ
フ
に
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
さ

ら
け
だ
す
と
ア
ク
セ
ス
数
が
多
く
な
り
、
人
気
者
に
な
っ
た

気
分
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
プ
ロ
フ
や
掲
示
板
に

書
い
た
個
人
情
報
は
、
世
界
中
の
人
が
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
Ａ
子
さ
ん
の
「
友
だ
ち
」
は
、
本
当
に
女
子
高
校

生
で
し
ょ
う
か
。
Ｂ
子
さ
ん
の
「
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
」
は
本

当
に
男
子
高
校
生
で
し
ょ
う
か
。
プ
ロ
フ
を
見
て
い
る
人
は

同
年
代
の
人
ば
か
り
で
は
な
い
し
、
善
意
の
人
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
高
校
生
に
な
り
す
ま
し
た
大
人
が
、
犯
罪
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
探
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
Ａ
子
さ
ん
の
よ
う

に
不
当
な
請
求
を
さ
れ
た
り
、
Ｂ
子
さ
ん
の
よ
う
に
性
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
Ｃ
男
さ

ん
は
、
携
帯
サ
イ
ト
の
登
録
画
面
に
個
人
情
報
を
書
き
込
む

と
き
、
こ
の
情
報
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、
な
ぜ
必

要
な
の
か
考
え
た
で
し
ょ
う
か
。
一
度
他
人
に
知
ら
れ
て
し

ま
っ
た
個
人
情
報
は
取
り
返
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
個
人

情
報
を
む
や
み
に
ば
ら
ま
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
不
当
な
請
求
や
要
求
が
あ
っ
た
ら
無
視
す
る
こ
と

で
す
。
不
安
に
感
じ
た
ら
警
察
や
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
携
帯
電
話
会
社
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
相
談

窓
口
に
連
絡
し
て
、
迷
惑
メ
ー
ル
や
迷
惑
電
話
対
策
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
早
目
に
お
近
く
の
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎
０
４
８―

７

　

３
４―

０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

くらしの 番情報110

相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ
法律（予約制）

市役所
  2月26日㈫   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政   2月18日㈪、3月3日㈪　   午後1時30分〜3時30分
結婚   3月7日㈮・14日㈮   午前9時30分〜11時30分

消費生活 市役所   2月18日㈪・21日㈭・25日㈪・28日㈭　
  3月3日㈪・6日㈭・10日㈪・13日㈭   午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） 男女共同参画推進センター   2月15日㈮・22日㈮・29日㈮　

  3月7日㈮・14日㈮   午後1時〜4時 男女共同参画推進センター
「VIVAぎょうだ」☎556-9301

内職 市役所
  2月15日㈮・19日㈫・22日㈮・26日㈫・    
  29日㈮
  3月4日㈫・7日㈮・11日㈫・14日㈮

  午前10時〜午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館   3月12日㈬   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（教育文化センター「みらい」内）   2月19日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付
水道庁舎（前谷）

  3月2日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付   2月19日㈫・25日㈪・26日㈫
  3月4日㈫・11日㈫　   午後5時15分〜7時

談相種各 （2月15日〜3月15日）
  

個
人
情
報
を
む
や
み
に
ば
ら
ま
か
な
い
で  

　

携
帯
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
個
人
情
報
を
自
ら
提
供
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
大
事
な
情
報
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。
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一
般
書

・
ド
ナ
ウ
の
古
都
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
（
木
村
直

　

司
）

・
日
本
女
性
史
大
辞
典
（
金
子
幸
子
）

・「
江
戸
の
子
育
て
」
読
本
（
小
泉
吉
永
）

・
環
境
問
題
を
知
り
つ
く
す
本
（
山
本
茂
監
修
）

・
お
で
か
け
着
物
歳
時
記
（
秋
月
洋
子
）

・
冬
の
日
（
今
森
光
彦
）

▼
日
時　

２
月
23
日
㈯ 

午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児　

▼
内
容　

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時　

３
月
１
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
の
会

▼
日
時　

３
月
８
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

▼
日
時　

２
月
20
日
㈬ 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

２
、
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容　

お
は
な
し
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど

▼
日
時　

２
月
16
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名　

あ
か
ず
き
ん
・
三
び
き
の
こ
ぶ
た
・
ト

ム
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
（
計
30
分
）
、
と
も
だ
ち
や

（
13
分
）　

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

▼
入
場
無
料

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
（
絵
本
『
な
ー
ん
だ

な
ん
だ
』
『
ぴ
ょ
ー
ん
』
、
ア
ド
バ
イ
ス
集
な

ど
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
絵
本
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
７
日
㈮ 

午
後
１
時
受
付
開
始

（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象　

４
カ
月
児
と
保
護
者　

▼
持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

　

２
月
18
日
㈪
・
25
日
㈪
・
29
日
㈮
、
３
月
３
日

㈪
・
10
日
㈪

開館時間　午前９時３０分〜午後７時

子 

ど 

も 

映 

画 

会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

休  

館  

日

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

新
着
図
書

・
バ
ー
ナ
ー
ワ
ー
ク
（
松
村
潔
）

・
村
上
ソ
ン
グ
ズ
（
村
上
春
樹
）

・
い
の
ち
の
パ
レ
ー
ド
（
恩
田
陸
）

・
ア
ン
ダ
ー
リ
ポ
ー
ト
（
佐
藤
正
午
）

・
風
に
顔
を
あ
げ
て
（
平
安
寿
子
）

・
東
に
名
臣
あ
り
（
中
村
彰
彦
）

・
バ
チ
カ
ン
奇
跡
調
査
官
（
藤
木
稟
）

・
純
愛
の
証
明
（
森
村
誠
一
）

・
私
を
猫
と
呼
ば
な
い
で
（
山
田
正
紀
）

・
妖
怪
変
化
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

児
童
書　

・
発
見
！
恐
竜
の
ミ
イ
ラ
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
ー

　

ズ
・
マ
ニ
ン
グ
）

・
エ
イ
ズ
の
村
に
生
ま
れ
て
（
後
藤
健
二
）

・
ス
ト
ー
ブ
の
ふ
ゆ
や
す
み
（
村
上
し
い
こ
）

・
べ
ス
と
ア
ン
ガ
ス（
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
フ
ラ
ッ
ク
）

・
小
さ
な
お
城
（
ユ
ー
リ
ー
・
ワ
ス
ネ
ツ
ォ
フ
）

・
き
ん
よ
う
び
は
い
つ
も（
ダ
ン
・
ヤ
ッ
カ
リ
ー
ノ
）

・
犬
た
ち
が
く
れ
た
音
（
高
橋
う
ら
ら
）

・
見
て
ご
ら
ん
！
名
画
だ
よ（
マ
リ
ー
・
セ
リ
エ
）

・
ぼ
く
ら
が
大
人
に
な
る
日
ま
で
（
岡
田
依
世
子
）

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

※変更となる場合があります

　

  

小
さ
い
子
の
た
め
の

　
　
　
　

  

「
お
は
な
し
の
時
間
」

2
月
14
日
（木）

3
月
6
日
（木）

泉
　

小

2
月
15
日
（金）

太
田
西
小

2
月
19
日
（火）

北
河
原
小

2
月
20
日
（水）

荒
木
小

2
月
22
日
（金）

太
田
東
小

2
月
26
日
（火）

星
宮
小

2
月
27
日
（水）

須
加
小

2
月
28
日
（木）

南
河
原
小

2
月
29
日
（金）

埼
玉
小

3
月
4
日
（火）

桜
ヶ
丘
小

3
月
5
日
（水）

北
　

小

　

皆
さ
ん
は
魔
法
を
信
じ
ま
す
か
。

　

こ
の
本
は
主
人
公
の
ハ
リ
ー
が
魔
法
使
い

と
い
う
実
際
に
は
あ
り
え
な
い
ス
ト
ー
リ
ー

で
す
。
で
も
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
を
読
む
と
、

登
場
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
が
次
々
と
頭
に
浮
か

ん
で
き
ま
す
。
あ
ま
り
の
面
白
さ
に
時
が
経

つ
の
も
忘
れ
、
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
ハ
リ
ー
が
た
く
さ
ん
の
危
機
に

直
面
す
る
た
び
に
、
胸
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
し

た
。

　

ま
だ
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
一

度
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
魔
法
使
い
の
存

在
を
信
じ
た
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

『
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
』

　

 

Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ 

著

大
竹　

綾
子
さ
ん
（
北
河
原
）

お 

は 

な 

し 

会
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開
け
ま
し
た
。
工
藤
市
長
や
若
山
消
防
団
長
ら

が
服
装
規
律
点
検
を
行
っ
た
後
、
消
防
団
員
ら

は
消
防
操
法
の
模
範
演
技
、
徒
歩
分
列
行
進
、

自
動
車
分
列
行
進
な
ど
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
。
見
守
る
多
く
の
市
民
は
、
き
び
き

び
と
し
た
団
員
の
動
き
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
て

い
る
様
子
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
水
城
公
園
で
は
整
列
し
た
消
防
車

両
が
空
に
向
け
て
行
う
一
斉
放
水
に
、
県
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
空
中
散
水
が
加
わ
り
、

迫
力
の
あ
る
訓
練
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

写
真
館

写
真
館

　

１
月
６
日
、
新
春
を
飾
る
平
成
20
年
行
田
市

消
防
出
初
式
が
市
役
所
前
か
ら
産
業
文
化
会
館

周
辺
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
防
災

に
対
す
る
意
識
啓
発
と
消
防
団
員
の
士
気
高
揚

を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
く
澄
み
渡
っ
た
空
の
下
、
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
を
合
図
に
消
防
車
両
が
集
ま
り
、
式
が
幕
を

　

12
月
31
日
、
年
越
し
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
平
成

11
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
除
夜
の
鐘
コ
ン

サ
ー
ト
が
須
加
の
松
雲
山
長
光
寺
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
チ
ェ
ロ
演
奏
家
の
須
田
千
香
良
さ
ん

を
中
心
に
ベ
ー
ス
の
山
田
ヒ
ロ
シ
さ
ん
、
電
子

ピ
ア
ノ
の
渡
辺
順
さ
ん
が
「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」

や
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
セ
レ
ナ
ー
デ
」
な
ど
ム
ー

ド
あ
ふ
れ
る
名
曲
を
披
露
。
来
場
者
は
、
無
料

で
振
る
舞
わ
れ
た
甘
酒
や
お
し
る
こ
な
ど
で
暖

を
取
り
な
が
ら
、
ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏
に
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
大
み
そ
か
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

 

消
防
団
員
が
数
々
の
訓
練
を
披
露

　
　

～
行
田
市
消
防
出
初
式
～

   

ム
ー
ド
あ
ふ
れ
る

      

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
大
み
そ
か

　

１
月
13
日
、
平
成
20
年
行
田
市
新
成
人
を
祝

う
会
が
行
わ
れ
、
会
場
の
産
業
文
化
会
館
に
集

ま
っ
た
新
成
人
た
ち
は
、
懐
か
し
い
友
達
と
の

再
会
を
喜
び
互
い
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
今
年
１
千
81
人
の
新
成
人
が
誕
生

し
ま
し
た
。
う
ち
８
７
８
人
が
あ
で
や
か
な
振

り
袖
や
凛り

り々

し
い
羽
織
袴
に
身
を
包
み
出
席
し

た
新
成
人
を
祝
う
会
で
は
、
二
人
の
代
表
者
が

成
人
と
し
て
の
心
構
え
や
こ
れ
か
ら
の
目
標
な

ど
を
発
表
。
ま
た
、
中
学
時
代
を
振
り
返
っ
た

ス
ラ
イ
ド
上
映
も
懐
か
し
い
思
い
出
が
よ
み
が

え
り
、
心
に
残
る
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

   

門
出
を
祝
う

   

「
振
り
袖
・
羽
織
袴
」
の
新
成
人

は
か
ま
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12
月
22
日
、
古
代
蓮
の
里
で
ロ
ウ
バ
イ
の
植

樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
１
８
９
本
の
ロ
ウ
バ
イ
を
植

樹
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
34
本
の
苗
木

を
、
寄
附
い
た
だ
い
た
方
々
が
自
ら
の
手
で
植

樹
し
、
ロ
ウ
バ
イ
は
こ
れ
で
２
２
３
本
に
な
り

ま
し
た
。

　

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
木
へ
と
成
長
し
て
、

甘
い
香
り
が
漂
う
見
事
な
「
ロ
ウ
バ
イ
の
林
」

と
な
る
こ
と
を
祈
り
、
参
加
者
は
寒
さ
も
忘
れ

て
丁
寧
に
苗
木
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
１
日
、
古
代
蓮
会
館
で
は
新
春
恒
例
の

２
０
０
８
年
～
タ
ワ
ー
か
ら
ご
来
光
～
「
初
日

の
出
」
が
行
わ
れ
、
開
館
前
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
が
列
を
作
り
ま
し
た
。

　

展
望
タ
ワ
ー
に
上
り
、
東
の
方
角
を
眺
め
な

が
ら
日
の
出
を
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
た
来
館

者
ら
は
、
午
前
６
時
50
分
過
ぎ
、
地
平
線
か
ら

太
陽
が
眩ま
ば
ゆい

光
と
と
も
に
姿
を
現
す
と
、
歓
喜

の
声
を
あ
げ
な
が
ら
写
真
撮
影
に
興
じ
た
り
、

手
を
あ
わ
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
す
が
す
が

し
い
表
情
で
ご
来
光
を
拝
む
人
た
ち
の
瞳
に
は
、

希
望
に
満
ち
て
輝
く
太
陽
が
映
っ
て
い
ま
し
た
。

タ
ワ
ー
か
ら
拝
む
ご
来
光

甘
い
香
り
が
漂
う
ロ
ウ
バ
イ
の
林
に

　

昨
年
ル
ー
キ
ー
な
が
ら
チ
ー
ム
ト
ッ
プ
の
55

試
合
に
登
板
し
大
活
躍
だ
っ
た
埼
玉
西
武
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
岩
㟢
哲
也
選
手
が
、
１
月
６
日
、

久
々
に
生
ま
れ
故
郷
に
里
帰
り
し
、
富
士
見
少

年
野
球
チ
ー
ム
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
Ｏ
Ｂ
の
岩
㟢
選
手
は
、
慣
れ
親
し

ん
だ
母
校
で
あ
る
桜
ヶ
丘
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
土
を
踏
み
、
チ
ー
ム
の
練
習
を
見
学
。
後

輩
た
ち
は
岩
㟢
選
手
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
て
熱
心
に
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
ま
た
、
バ

ッ
ト
や
グ
ロ
ー
ブ
な
ど
が
岩
㟢
選
手
か
ら
チ
ー

ム
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
と
、
子
供
た
ち
は
満

面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

   

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
岩
㟢
選
手
が

　
　
　
　
　
　
　

古
巣
へ
里
帰
り

　

12
月
31
日
、
忍
城
址
で
「
行
田
ゆ
く
年
く
る

年
」
が
行
わ
れ
、
去
り
行
く
一
年
へ
の
感
謝
と

喜
び
あ
ふ
れ
る
新
年
を
願
う
人
た
ち
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

除
夜
の
鐘
を
つ
い
て
新
年
を
迎
え
よ
う
と
、

会
場
で
は
寒
さ
に
も
負
け
ず
多
く
の
人
が
鐘
を

つ
く
順
番
を
待
ち
、
鐘
楼
で
は
鐘
が
鳴
る
た
び

に
笑
顔
が
は
じ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
午
前
０
時

に
あ
わ
せ
、
来
場
者
全
員
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

で
新
年
を
迎
え
る
と
、
「
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
」
の
あ
い
さ
つ
が
飛
び
交
い
、
新
た
な
年

の
幕
開
け
を
喜
び
ま
し
た
。

鐘
が
鳴
る
た
び
は
じ
け
る
笑
顔



　

近
年
、
外
国
か

ら
日
本
に
移
住
す

る
人
は
増
え
て
お

り
、
行
田
市
に
は

約
１
千
５
０
０
人

の
外
国
人
が
住
ん

で
い
ま
す
。
日

本
語
が
う
ま
く
話

せ
な
い
こ
と
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
な
い
な

ど
、
慣
れ
な
い
日

本
で
の
生
活
の
中
で
、
彼
ら
の
心
強
い
味
方
に

な
っ
て
い
る
の
が
「
行
田
に
ほ
ん
ご
教
室
」

で
す
。

　

市
内
に
外
国
人
が
学
べ
る
場
所
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
日
本
語
が
話
せ
な
い
方
を
少
し
で

も
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
昨
年
４
月
に
発
足
し
ま

し
た
。
第
１
・
３
火
曜
日
の
午
後
６
時
30
分
～

８
時
30
分
と
第
２
・
４
土
曜
日
の
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み

ず
し
ろ
で
活
動
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
登
録
し
て
い
る
日
本
人
16
人
の
指
導
で
、

中
国
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
来
た
方
た
ち
が
日

本
語
や
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

行
田
に
ほ
ん
ご
教
室
で
は
、
個
々
の
日
本
語

能
力
や
学
び
た
い
内
容
に
合
わ
せ
て
個
別
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
は
市
販
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
以

外
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ
タ
ロ
グ
や
新
聞
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
な
ど
を
使
用
し
て
、
生
活
に
密
着

18

し
た
生
き
た
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

「
日
本
で
の
生
活
が
不
自
由
の
な
い
よ
う
に

支
え
て
あ
げ
た
い
」
「
行
田
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
地
域
の
良
さ
を

伝
え
た
い
」
「
今
後
は
お
互
い
の
国
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
料
理
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
い
て
文
化
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
。
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
外
国
の
方
や

何
か
手
助
け
を
し
て
み
た
い
と
い
う
方
は
も
ち

ろ
ん
、
近
所
に
外
国
の
方
が
住
ん
で
い
た
ら
声

を
か
け
て
、
ま
ず
は
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ツ
・
ス
ピ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
！

▼
問
い
合
わ
せ　

小
宮
豊
隆
☎
５
４
１―

８
８
７
４

　このコーナーに登場していただける
方・団体・作品を募集しています。また、
俳句コーナーへの掲載募集は毎月５日ま
でに広報広聴課へご応募ください。なお、
応募いただいた作品は必ず掲載できるわ
けではありませんのでご了承ください。
　行田市本丸２―５・行田市役所広報広
聴課広報広聴担当まで（内線３１８）

広
場〜生きた日本語でコミュニケーション〜

行田にほんご教室

忍　
　
　

伊
藤　

英ふ
さ

子

枯
野
な
か
城
址
昔
の
夢
み
つ
ゝ

中
央　
　

藤
野　

芳
江

着
ぶ
く
れ
て
エ
コ
の
一
端
担
い
け
り

谷
郷　
　

斉
藤　
　

勲

こ
こ
か
し
こ
手
締
め
の
響
く
酉と

り

の
市

荒
木　
　

高
沢
よ
ね
子

掃
き
寄
せ
し
枯
れ
葉
は
朝
の
陽
を
掴つ

か

む

須
加　
　

栗
原
か
ね
代

利
根
河
原
覆お

ほ

ひ
つ
く
せ
り
枯
尾
花

須
加　
　

須
永
美
恵
子

吹
き
た
ま
る
落
葉
わ
び
し
や
老
い
ご
こ
ろ

南
河
原 

　 

三
沢　

一
水

電で
ん
し
ょ
く

飾
を
競き

そ

ふ
家
々
ク
リ
ス
マ
ス

馬
見
塚 

　 

永
沼
規
美
雄

枯
蓮
に
午
後
の
日
ざ
し
の
優や

さ

し
か
り

深
水
町 

　 

松
岡　

東と
う
り籬

数
へ
日
の
湯ゆ

槽ぶ
ね

に
ひ
ら
く
十
指
か
な

清
水
町 

　 

新
井　

圭
三

賞
な
ど
は
縁
な
く
老
い
て
着
ぶ
く
れ
て

清
水
町 

　 

石
川　

朝
美

タ
イ
ヤ
後
追
い
掛
け
遊
ぶ
落
葉
か
な

私
の
作
品

俳
句



■2008.２.1  ■行田市役所／TEL556-1111

19

　

一
人
で
日
本
全
国
を
旅
し
、
さ
ら
に
客
船
で

地
球
一
周
の
旅
に
出
か
け
て
定
年
後
の
人
生
を

謳お
う

歌
し
て
い
る
の
が
長
野
に
お
住
ま
い
の
小
佐

信
行
さ
ん
で
す
。

　

42
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
終
え
た
小

佐
さ
ん
は
、
定
年
後
の
楽
し
み
と
し
て
日
本

一
周
の
旅
を
し
よ
う
と
計
画
し
た
そ
う
で
す
。

「
新
た
に
購
入
し
た
車
で
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、

渓
流
釣
り
を
し
た
り
、
各
地
に
い
る
同
僚
を
訪

ね
て
旧
交
を
温
め
た
り
、
ま
た
、
行
く
先
々
で

新
た
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
と
て
も
楽
し

い
旅
で
し
た
」
と
話
す
よ
う
に
、
全
国
を
気
の

向
く
ま
ま
に
訪
れ
る
旅
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

全
国
を
め
ぐ
り
、
次
の
目
標
を
考
え
て
い
た

小
佐
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
が
主
催

す
る
「
地
球
一
周
の
旅
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
目

に
し
、
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

「
１
千
人
が
乗
り
込
む
客
船
で
ベ
ト
ナ
ム
、
イ

ン
ド
、
ケ
ニ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
さ
ら
に
は
中
米

な
ど
20
寄
港
地
を
訪
れ
る
１
０
１
日
間
の
旅
に

参
加
し
ま
し
た
。
各
寄
港
地
で
は
盛
大
な
出
迎

え
を
受
け
、
そ
の
国
の
文
化
や
風
土
に
接
し
た

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
船
上
で
催
さ
れ
た
運
動
会

や
趣
味
・
特
技
を
発
表
す
る
文
化
祭
な
ど
、
船

中
で
の
生
活
は
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
私
は
大

好
き
な
将
棋
で
講
座
を
開
い
て
多
く
の
人
と
の

交
流
を
思
う
存
分
楽
し
み
、
今
で
も
連
絡
を
取

り
合
う
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
国
後

３
０
０
日
か
け
て
執
筆
し
た
紀
行
文
は
、
読
ん

だ
人
か
ら
『
そ
の
国
に
行
っ
た
よ
う
な
気
持
ち

に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
』
と
、
う
れ
し
い
感
想
を

も
ら
い
ま
し
た
」
と
話
す
小
佐
さ
ん
は
、
紀
行

文
を
め
く
り
な
が
ら
楽
し
く
充
実
し
た
旅
を
感

慨
深
く
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
新
た
な
出
会
い
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な

が
ら
、
再
び
“
南
半
球
・
南
極
遊
覧
”
１
０
８

日
間
の
「
地
球
一
周
の
旅
」
に
出
航
中
で
す
。

今
回
は
、
将
棋
の
講
座
用
テ
キ
ス
ト
を
作
り
、

た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
と
交
流
を
楽
し
ん

で
く
る
と
、
２
度
目
の
航
海
に
目
を
輝
か
せ
て

い
た
小
佐
さ
ん
は
、
今
ご
ろ
洋
上
で
将
棋
の
講

座
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
球
一
周
の
旅
で
生
ま
れ
る
出
会
い
と
交
流

小
佐　

信
行 

さ
ん
（
長
野
・
70
歳
）

荒
木　
　

藤
田　

栄
之

柿
一
つ
襲お

そ

う
赤
城
の
山

や
ま
お
ろ
し颪

城
南　
　

関
口　
　

操

冬
の
旅
背
筋
伸
ば
し
て
永
平
寺

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

はじめまして
今月は、平成 19年 4月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線 318）
　　　　締め切りは 2月 29 日㈮です。
抽選会は3月4日㈫の午後1時30分市役所203会議室

大
藤　

惺せ
い

弥や

ち
ゃ
ん（
長
野
）

直
孝
・
恭
子
さ
ん
の
長
男

平
成
19
年
２
月
22
日
生
ま
れ

「
笑
顔
が
ス
テ
キ
♡
ス
マ
イ
ル
王
子
」

真
壁　

歩あ
ゆ
む夢

ち
ゃ
ん（
忍
）

勝
之
・
真
美
さ
ん
の
長
男

平
成
19
年
２
月
６
日
生
ま
れ

「
す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

山
㟢  

聡そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
ち
ゃ
ん（
長
野
）

泰
行
・
佳
代
さ
ん
の
長
男

平
成
19
年
２
月
27
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
人
気
者
で
す
」

澤
田　

千ち

晴は
る

ち
ゃ
ん（
持
田
）

貴
樹
・
陽
子
さ
ん
の
長
女

平
成
19
年
２
月
27
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
笑
顔
で
い
て
ね
」

『
こ
が
れ
人
』（
ク
ラ
フ
ト
ド
ー
ル
）

町
田　

か
ね
子
（
棚
田
町
）

石
川　

聖と
し
つ
ぐ丞

ち
ゃ
ん（
長
野
）

武
史
・
順
代
さ
ん
の
三
男

平
成
19
年
２
月
21
日
生
ま
れ

「
４
き
ょ
う
だ
い
で
仲
良
く
ネ
♡
」



▶日時　３月２日（日）午後１時 30
分～３時　▶場所　郷土博物館講座室 
▶演題　「のぼうの城―忍城をとりまく
人物群像―」 ▶内容　忍城水攻めを題
材にした小説『のぼうの城』（小学館
２００７年刊）の作者である和田竜さ
ん（作家・日本映画制作者連盟第 29
回城戸賞受賞）に
よる講演会　▶定
員　１００人（先
着 順 ） ▶ 申 し 込
み・ 問 い 合 わ せ 
2 月 15 日（ 金 ）
から電話で郷土博
物館へ☎５５４―
５９１１

▼
日
時　

３
月
25
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分　

▼
見
学

場
所　

市
水
道
庁
舎
、
古
代
蓮
会

館
、
総
合
体
育
館
、
郷
土
博
物
館 

▼
対
象　

市
内
在
住
の
方　

▼
定

員　

30
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
３
月
３
日
㈪
午
前
10
時
30
分
か

ら
、
市
役
所
２
０
３
会
議
室
で
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す
） 

▼
申
し
込

み　

電
話
で
２
月
29
日
㈮
ま
で
に

広
報
広
聴
課
へ
。（
１
人
で
３
人

ま
で
応
募
可
）
※
参
加
希
望
者
全

員
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い　

▼
そ
の
他 

昼
食
は
古
代
蓮
の
里
う
ど
ん
店
を

利
用
し
ま
す
。
費
用
は
各
自
負
担

と
な
り
ま
す
。
参
加
決
定
し
た
方

に
は
後
日
、
当
日
の
予
定
表
な
ど

を
郵
送
し
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ 

広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当
（
内
線

３
１
８
）

▼
日
時　

３
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所　
「
Ｖ
Ｉ

Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
」
学
習
室　

▼
内
容 

私
た
ち
の
生
活
に
深
く
か
か
わ
り
が

あ
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
役
立
つ

植
物
の
香
り
。「
花
、
木
、
草
、
果

物
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
香
り
を
使

っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。
ま

た
、
植
物
成
分
の
除
菌
消
臭
ル
ー

ム
ス
プ
レ
ー
作
り
に
も
挑
戦
し
ま

す
。
▼
講
師　

井
上
真
弓
さ
ん　

▼

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方　

▼

定
員　

25
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費 

５
０
０
円　

▼
持
参
す
る
も
の　

タ

オ
ル
１
枚
、
持
ち
帰
り
用
ビ
ニ
ー
ル

袋　

▼
申
し
込
み　

２
月
15
日
㈮
～

３
月
２
日
㈰
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
※
保

育
（
２
歳
以
上
の
未
就
学
児
）
の

申
し
込
み
は
２
月
27
日
㈬
ま
で　

▼

問
い
合
わ
せ　

男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
」
☎
５
５
６―

９
３
０
１
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
５
５
６―

９
３
１
０
、
Ｅ
メ
ー
ル

viva@
city.gyoda.lg.jp

▼
活
動
日
時　

４
月
６
日
㈰
午
前
６

時
30
分
～
午
後
１
時
ご
ろ
※
３
月

下
旬
に
事
前
説
明
会
を
実
施
し
ま

す　

▼
場
所　

古
代
蓮
の
里　

▼

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
15
歳
以

上
の
方　

▼
内
容　

参
加
者
受
付

な
ど　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

２
月
４
日
㈪
～
３
月
７
日
㈮
に

同
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
内
）
ま
で
☎
５
５
６―

８
３
３
６

【
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
】　

▼
日
時 

２
月
23
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分　

▼
場
所　

児
童
セ
ン
タ
ー
遊

戯
集
会
室  

▼
内
容　

人
形
劇
や
ゲ

ー
ム
な
ど  

▼
定
員　

50
人  

▼
参

加
無
料

【
ひ
な
ま
つ
り
会
】  

▼
日
時  

３
月

１
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分  

▼

場
所  

児
童
セ
ン
タ
ー
遊
戯
集
会
室  

▼
内
容　

桃
の
節
句
に
ち
な
ん
だ
折

り
紙
な
ど  

▼
定
員　

30
人  

▼
参

加
無
料  

▼
そ
の
他  

高
齢
者
の
方

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

児
童

セ
ン
タ
ー
☎
５
５
４―

５
７
０
６

▼
日
時  

２
月
22
日
㈮
午
後
６
時

開
演  

▼
場
所　

ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ
ト

ピ
ア
３
Ｆ
シ
ャ
ン
ポ
ー
ル
（
持
田

２
７
９
２―

１
） 

▼
テ
ー
マ
「
親
と

し
て
の
責
任  

大
人
と
し
て
の
自

覚
」 

▼
講
師  

笑
福
亭
松
枝
さ
ん（
落

語
家
） 

▼
定
員　

２
３
０
人　

▼
入

場
無
料
（
整
理
券
配
布
） 

▼
主
催 

㈳
行
田
青
年
会
議
所　

▼
後
援　

行

田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

同
会
議
所
事
務
局
☎

５
５
６―
４
１
１
５

20

広告

 

市
内
施
設
め
ぐ
り

行
田
市
鉄
剣
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

＊広告掲載の問い合わせは、（有）三共社印刷所へ　☎５５６ー６２０１

行
田
発
！
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
運
動

発
足
記
念
講
演
会

植
物
の
香
り

“
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
”
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

 

児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

世
代
間
交
流
事
業

郷土博物館
開館20周年記念講演会
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▼
日
時　

２
月
23
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～　

▼
場
所　

教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル 

▼
内
容　

講
演
「
子
供
た
ち
に
豊
か

な
自
然
を
残
す
た
め
に
」、
水
素
ガ

ス
燃
料
自
動
車
の
展
示
お
よ
び
試
乗

な
ど　

▼
定
員　

３
０
０
人
（
先

着
順
）
▼
主
催　

行
田
市
衛
生
協

力
会
連
合
会　

▼
申
し
込
み　

２

月
18
日
㈪
ま
で
に
行
田
市
衛
生
協
力

会
連
合
会
事
務
局
へ
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ 

行
田
市
衛
生
協
力
会
連
合
会
事
務

局
（
環
境
課
内
）
☎
５
５
６―

９
５
３
０

▼
日
時　

３
月
12
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
示
談

書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認

可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
ご
と 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士

会
埼
北
支
部
（
行
田
地
区
）
小
野
田

☎
５
５
６―

３
３
４
６

▼
日
時　

４
月
５
日
㈯
か
ら
の
第

１
・
２
・
３
土
曜
日
午
前
９
時
30
分

～
10
時
40
分　

▼
場
所　

郷
土
博
物

館　

▼
内
容　

漢
文
、
漢
詩
、
俳
句

な
ど
の
名
詩
名
文
を
繰
り
返
し
音

読
し
学
習
す
る
こ
と
で
美
し
い
日
本

語
を
身
に
つ
け
る　

▼
対
象　

市

に
縁
故
を
有
す
る
５
歳
～
８
歳
の
児

童
で
原
則
と
し
て
保
護
者
の
送
迎
が

可
能
な
方　

▼
申
し
込
み　

本
人
と

保
護
者
の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
、
住

所
、
電
話
番
号
お
よ
び
受
講
希
望
を

明
記
し
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
財
団
法
人
忍
郷
友
会
（
〒
３
６
１

―

０
０
７
３
行
田
市
行
田
５―

10
ス

リ
ー
ハ
ー
ト
ビ
ル
３
Ｆ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
６―

９
０
０
７
）
へ　

▼
締

め
切
り　

２
月
29
日
㈮　

▼
そ
の
他 

受
講
希
望
者
に
は
後
日
案
内
を
送
付

し
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ　

田
代
宅

☎
５
５
６―

３
７
２
８

▼
日
時　

５
月
27
日
㈫
～
６
月
18

日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

（
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
・
月
曜

休
館
）　

▼
場
所　

県
立
近
代
美
術

館
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
９

丁
目
30―

１
）　

▼
出
品
種
目　

日

本
画
、
洋
画
（
版
画
を
含
む
）、
彫

刻
、
工
芸
、
書
（
篆て
ん

刻
・
刻
字
を
含

む
）、
写
真　

▼
応
募
資
格　

県
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
15
歳
以
上
の

方　

▼
出
品
点
数　

各
種
目
３
点
ま

で　

▼
出
品
手
数
料　

１
点
に
つ
き

３
千
円　

▼
搬
入
期
間　

５
月
９
日

㈮
～
11
日
㈰　

▼
開
催
要
項
・
申
込

書　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
最
寄

り
の
市
町
村
文
化
行
政
主
管
課
、
公

民
館
、
図
書
館
、
県
地
域
創
造
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
入
手
で
き
ま
す
。
郵
送

希
望
の
場
合
は
80
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
（
長
３
サ
イ
ズ
）
を
同

封
の
う
え
、
県
生
涯
学
習
文
化
財
課

県
展
係
へ
。 

▼
資
料
請
求
・
問
い

合
わ
せ　

県
教
育
局
市
町
村
支
援
部

生
涯
学
習
文
化
財
課
芸
術
文
化
推
進

担
当
（
〒
３
３
０―

９
３
０
１
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３―

15―

１
） 

☎
０
４
８―

８
３
０―

６
９
２
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８―

８
３
０―

４
９
６
５
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w

w
.pref.saitam

a.
lg

.jp/A
2

0
/B

I0
0

/hp/index.
htm

l

▼
日
時　

２
月
24
日
㈰
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

持
田
公
民
館　

▼
内

容　

ピ
エ
ロ
が
繰
り
広
げ
る
パ
ン
ト

マ
イ
ム
・
手
品
の
数
　々

▼
対
象 

幼
児
～
小
学
生　

▼
費
用　

５
０
０

円
（
年
少
以
上
）　

▼
主
催　

行
田

お
や
こ
劇
場　

▼
問
い
合
わ
せ　

同

事
務
局
☎
０
８
０―

５
５
０
５―

４
５
５
５
ま
た
は
鹿
内
宅
☎
５
５
５

―
０
７
６
４
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第
13
回

 
ご
み
問
題
を
考
え
る
つ
ど
い

 

行
政
書
士
無
料
相
談
会

第
112
回
鑑
賞
例
会

じ
っ
き
ぃ
の
ｗ
ａ
ｋ
ｕ
ｗ
ａ
ｋ
ｕ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス  ―

ピ
エ
ロ
と
あ
そ
ぼ
う―

「 今捨てたゴミ　あなたの庭に　捨てますか？ 」ポイ捨て防止啓発環境標語

 

第
58
回

　

 

埼
玉
県
美
術
展
覧
会

 
素
読
教
室
生
徒

　古代蓮の里ホタルの会では、「ホタルがすみ
着き飛び交う公園にしたい」と、平成16年か
らホタルの幼虫を放流し、多くの皆さんに夏の
夜のひとときを楽しんでいただいています。
　市民の皆さんと協働してホタル飼育地の整備
を行い、愛着のある公園とするため、作業ボラ
ンティアを募集します。
▶作業日　３月16日（日）午前９時～ 11時
30分
▶場　所　古代蓮の里ホタル飼育地
▶定　員　20人（先着順）
▶申し込み・問い合わせ　２月29日（金）午
後５時15分までに電話でまちづくり推進課公
園担当へ（内線３５３）

「古代蓮の里」ホタル飼育地
整備ボランティア



行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

22

広告

行田市の人口と世帯　　　　 人口８７,６８３人　　男４３,６５８人　　女４４,０２５人　　世帯数３２,１０７世帯
（平成２０年１月１日現在）　 １２月中の異動　出生５４人　転入等１３８人　死亡６１人　転出等２１８人

▼
日
時　

３
月
16
日
㈰
午
後
２
時

～
３
時
30
分　

▼
場
所　

商
工
セ

ン
タ
ー
４
０
３
研
修
室　

▼
テ
ー

マ　

あ
な
た
も
狙
わ
れ
て
い
る
！

身
に
つ
け
よ
う
防
犯
知
識　

▼
対

象　

家
や
車
の
防
犯
に
関
心
の
あ

る
方　

▼
定
員　

30
人（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

３
０
０
円
（
保
険
料

含
む
）
※
当
日
徴
収
し
ま
す　

▼

持
ち
物　

筆
記
用
具　

▼
申
し

込
み　

２
月
17
日
㈰
午
前
９
時
か

ら
商
工
セ
ン
タ
ー
２
階
窓
口
に
て

（
電
話
受
け
付
け
は
午
前
10
時
～
）

▼
日
時　

毎
週
水
・
土
曜
日
の
午

後
２
時
30
分
～
３
時
30
分　

▼
場

所　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
内

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室　

▼
内
容　

ピ

ラ
テ
ィ
ス
の
要
素
を
用
い
た
骨
盤

運
動
を
行
い
ま
す
。
※
イ
ン
ナ
ー

マ
ッ
ス
ル
の
強
化
、
基
礎
代
謝
の

向
上
、
体
の
歪
み
改
善
な
ど
の
効

果
を
期
待　

▼
定
員　

毎
回
20
人 

▼
利
用
料
金　

４
０
０
円　

▼
持

ち
物　

タ
オ
ル　

▼
申
し
込
み 

当
日
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館 

▼
曲
目　

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
曲

「
フ
ェ
ス
テ
ィ
ー
ボ
」、
お
な
じ
み
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
千
の
風
に
な
っ
て
、

お
し
り
か
じ
り
虫　

ほ
か　

▼
入
場

無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

中
央
小
学

校
☎
５
５
４―

５
５
５
１

▼
日
時　

２
月
23
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～　

▼
場
所　

長
野
公
民
館
ホ
ー

ル　

▼
テ
ー
マ　
「
放
送
を
通
じ
て

で
き
る
こ
と
」　

▼
講
師　

阿
部
陽

子
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
） 

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

長

野
公
民
館
☎
５
５
３―

１
４
１
４

▼
日
時　

２
月
20
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後
３
時

30
分
ま
で
） 

▼
場
所　

行
田
平
安
閣

（
長
野
４―

25
）
▼
対
象　

35
歳
未

満
の
方　

▼
参
加
企
業　

30
社
（
予

定
）
※
企
業
の
採
用
担
当
者
が
直
接

面
接
し
ま
す
。
勤
務
地
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
行
田
の
管
内
で
す
。 

▼
参

加
無
料　

▼
そ
の
他　

履
歴
書
を
複

数
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
登
録
済
み
の
方
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
行
田
☎
５
５
６―

３
１
５
１

【
木
造
建
築
科
】（
４
月
入
校
）

▼
対
象　

お
お
む
ね
30
歳
ま
で
の

求
職
者　

▼
訓
練
期
間　

２
年
間 

▼
受
付
期
間　

２
月
13
日
㈬
～
３
月

５
日
㈬　

▼
選
考
日　

３
月
12
日
㈬ 

▼
選
考
方
法　

筆
記
と
面
接　

▼
合

格
発
表　

３
月
18
日
㈫

【
機
械
科
［
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
］】

（
８
月
入
校
）

▼
対
象　

お
お
む
ね
35
歳
ま
で
の
求

職
者　

▼
訓
練
期
間　

１
年
間　

▼

受
付
期
間　

４
月
２
日
㈬
～
23
日
㈬ 

▼
選
考
日　

４
月
30
日
㈬　

▼
選
考

方
法　

面
接　

▼
合
格
発
表　

５
月

７
日
㈬　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
校
（
熊
谷
市

新
堀
新
田
５
２
２
）
☎
５
３
２―

６
５
５
９

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
な
に
？
」
か
ら
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
流
れ
」
ま
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
を
考
え
て
い
る
方

 

中
央
小
学
校

　
  

吹
奏
楽
部
演
奏
会

 

長
野
公
民
館

　
　
　

 

文
化
講
演
会

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

　
　

 

平
成
20
年
度
入
校
生

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
を
始
め
た
い
と
い
う
方
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
内
容
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
20
日
㈬
午
後
２
時
～

４
時　

▼
場
所　

加
須
市
立
東
部
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１ 

▼
内
容　

埼
玉
県
職
員
に
よ
る
設
立

に
係
る
実
務
的
な
講
習
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
役
員
に
よ
る
法
人
設
立
ま
で
の
体

験
談　

▼
参
加
無
料　

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月
15
日
㈮
ま

で
に
電
話
で
県
東
部
地
域
創
造
セ
ン

タ
ー
行
田
支
所
県
民
交
流
担
当
へ
☎

５
５
５―

１
１
１
０

 

行
田
地
域

　

 

若
年
者
就
職
面
接
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
基
礎
講
習
会 

　
　

  「
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
」

マ
イ
ホ
ー
ム
＆
マ
イ
カ
ー

防
犯
講
座

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
特
別
レ
ッ
ス
ン

Ｐ
Ｎ
Ｆ
（
骨
盤
矯
正
）
開
講



■2008.２.１  ■行田市役所／TEL556-1111

▼
日
時　

毎
週
木
曜
日
午
後
４
時

～
５
時　

▼
場
所　

市
民
プ
ー
ル 

▼
内
容　

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ワ
ー

（
水
圧
・
浮
力
・
抵
抗
・
水
温
）

を
利
用
し
個
人
の
体
力
に
合
っ
た

効
果
的
な
運
動
を
楽
し
く
行
い
健

康
維
持
に
努
め
ま
す
。
ま
た
流
行

の
種
目
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
随
所
に
取
り
入
れ
ダ
イ
エ
ッ

ト
効
果
お
よ
び
癒
し
効
果
を
得
ま

す
。 

▼
対
象　

成
人　

▼
会
費

月
額
２
千
円　

▼
申
し
込
み　

市

民
プ
ー
ル
で
随
時
受
付
中
（
定
員

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
電
話

▼
活
動
日　

土
曜
日
の
午
前
10
時
～

正
午
（
月
３
回
）
※
８
月
は
休
講 

▼
場
所　

忍
・
行
田
公
民
館　

▼
講

師　

朴
元
貞
さ
ん　

▼
定
員　

20
人 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

15
日
㈯
ま
で
に
ハ
ン
グ
ル
サ
ー
ク
ル

事
務
局
新
井
武
志
へ
☎
０
８
０―

１
２
９
８―

１
６
３
８
（
平
日
は
午

後
６
時
以
降
）

▼
日
時　

４
月
２
日
～
７
月
２
日
の

な
ど
で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
）
※
電
話
予
約
可
☎
５
５
５―

２
４
５
５

▼
日
時  

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時

～
10
時  

▼
場
所  

行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ  

▼
内
容　

リ
ズ
ム

に
あ
わ
せ
て
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン

ス
を
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
す
。

▼
対
象　

小
学
１
年
生
～
４
年
生  

▼
会
費　

月
額
２
千
円  

▼
申
し

込
み  

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

窓
口
で
随
時
受
付
中
（
現
在
活
動

中
の
た
め
定
員
40
人
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）
※
電
話
予
約
可
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広告

国民健康保険税・・・・・・８期　　　
介護保険料・・・・・・・・８期　　　納期限・・・・２月２９日（金）

今月の納税

忍
・
行
田
公
民
館
ク
ラ
ブ

ハ
ン
グ
ル（
韓
国
語
）
サ
ー
ク
ル
初
心
者

中
国
語
講
座
・
初
級
コ
ー
ス 

　
　
　
　
　
（
２
０
０
８
年
）

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
（
全

13
回
※
６
月
25
日
を
除
く
） 

▼
場
所 

商
工
セ
ン
タ
ー　

▼
講
師　

陶
燕
さ

ん
（
元
上
海
市
中
学
・
高
校
教
師
） 

▼
定
員　

25
人
（
先
着
順
）　

▼
受

講
料　

１
万
３
千
円
（
13
回
分
、
教

材
費
別
途
、
開
講
当
日
に
一
括
支
払

い
）　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

２
月
29
日
㈮
ま
で
に
受
講
目
的
・
住

所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
連
絡
先

を
記
入
の
う
え
、
往
復
は
が
き
で
行

田
市
日
中
友
好
協
会
事
務
局
篠
原
秀

幸
ま
で
（
〒
３
６
１―

０
０
２
３
行

田
市
長
野
５
９
４
５
）
☎
５
５
９―

１
６
５
９
（
夜
間
の
み
）

ア
ク
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

会
員

※インターネット・マルチメディア入門はパソコン初心者でローマ
字が分かる方
※各講座とも、祝日および夏・冬休み中は休講
▶受講料　1,750円
▶応募方法　県立羽生高等学校にある「特別講座受講案内」を参照
のうえ、所定の応募はがきに記入し、3月21日（金）〈当日消印有効〉
までに郵送してください。※「特別講座受講案内」および応募はが
きは3月3日（月）以降、月曜日から金曜日の午前9時～午後5時
に同校事務室で配布します。ただし、3月6日（木）・7日（金）は
除きます
▶問い合わせ　同校☎５６１－０７１８

講 座 名 期　　間 時　間 定　員

Excel入門
5月上旬～ 9月下旬
原則毎週水曜日

午後3時
～

4時30分

25人

インターネット
・マルチメディア

入門

前期：5月中旬～ 9月下旬
後期：10月上旬～ 2月上旬
原則毎週火曜日

各16人

楽しい英会話
（高校初級程度）

5月中旬～ 2月上旬
原則第1・3水曜日

20人

スクリーン・
イングリッシュ
（高校中級程度）

5月中旬～ 2月上旬
原則第2・4水曜日

20人

県立羽生高等学校
平成20年度特別講座受講生



　

寛
永
16
年
（
１
６
３
９
）
か
ら
文
政
６
年

（
１
８
２
３
）
ま
で
１
８
４
年
間
忍
藩
主
を
務
め
た
阿

部
家
は
江
戸
時
代
の
歴
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま

し
た
。
忠
秋
が
徳
川
家
光
に
取
り
立
て
ら
れ
老
中
と

し
て
幕
藩
体
制
確
立
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
に
よ

り
、
譜
代
大
名
と
し
て
の
性
格
が
方
向
づ
け
ら
れ
、

忍
藩
主
時
代
に
は
忠
秋
以
下
正ま

さ

能よ
し

・
正
武
・
正ま

さ

喬た
か

・

正ま
さ

允ち
か

と
５
人
、
白
河
藩
主
時
代
の
正ま

さ
と外
を
含
め
て
、

大
名
家
で
は
最
多
の
６
人
の
老
中
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　

武
蔵
国
の
川
越
・
忍
・
岩
槻
の
譜
代
三
藩
は
幕
府

を
支
え
る
藩は

ん

屏ぺ
い

と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
幕
閣
ク
ラ

ス
の
大
名
が
藩
主
を
務
め
ま
し
た
。
阿
部
家
の
忍
藩

主
就
任
は
忠
秋
の
功
績
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
歴
代

の
当
主
た
ち
は
幕
府
の
期
待
に
十
分
に
応
え
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
18
世
紀
中
ご
ろ
以
降
、
武
蔵
国
譜
代

藩
の
政
治
的
な
位
置
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
岩
槻
藩
で
は
徳
川
家
光
の
時
代
に
老
中
を

務
め
た
阿
部
家
の
あ
と
板
倉
家
、
戸
田
家
、
藤
井
松

平
家
、
小
笠
原
家
と
幕
閣
譜
代
大
名
が
藩
主
に
な
り

ま
す
が
、
正
徳
元
年
（
１
７
１
１
）
に
入
封
し
た
永

井
家
以
降
は
老
中
就
任
者
を

出
し
て
い
ま
せ
ん
。
川
越
藩

で
は
松
平
信
綱
を
出
し
た
大

河
内
松
平
家
の
あ
と
柳
沢
家
、

秋
元
家
と
幕
閣
大
名
が
藩
主

を
務
め
ま
す
が
、
明
和
元
年

（
１
７
６
４
）
に
入
封
し
た
松

平
大
和
守
家
は
徳
川
一
門
の

越
前
松
平
家
の
庶
流
で
あ
っ

た
た
め
、
老
中
に
は
就
任
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

よ
う
に
他
の
二
藩
が
藩
主
の
交
代
を
繰
り
返
す
中
で
、

忍
藩
主
阿
部
家
は
武
蔵
国
譜
代
藩
の
役
割
を
最
も
長

く
持
ち
続
け
た
大
名
家
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
そ
の
忍
藩
も
、
文
政
６
年
に
阿
部
家
に
替
わ
っ

て
藩
主
と
な
っ
た
松
平
下
総
守
家
は
最
後
ま
で
幕
府

の
重
職
に
つ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

藩
政
も
３
代
正
武
の
と
き
に
領
地
の
加
増
と
集
中
、

忍
城
の
改
築
、
家
中
の
勤
務
や
領
内
支
配
に
関
す
る

法
令
の
整
備
が
進
め
ら
れ
藩
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
一
方
で
慢
性
的
な
藩
財
政
の
窮
乏
に

悩
ま
さ
れ
、
寛
保
の
大
洪
水
や
浅
間
山
の
噴
火
な
ど

の
災
害
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
阿
部
家
に
関
す
る
資
料
は
市
内
に
あ
ま
り

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
領
知
朱
印
状
や
『
公こ

う

餘よ

録ろ
く

』
な
ど
阿
部
家
の
子
孫
に
伝
来
し
た
記
録
類
の
多

く
は
学
習
院
大
学
史
料
館
、
藩
主
の
墨
蹟
や
美
術
品

は
白
河
集
古
苑
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
阿

部
家
時
代
に
藩
の
役
所
や
村
が
作
成
し
た
書
類
が
古

文
書
と
し
て
市
内
の
旧
家
な

ど
に
数
多
く
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
阿
部
家
や
地
元
に
残

さ
れ
た
資
料
を
読
み
解
い
て

い
く
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の

行
田
の
歴
史
の
解
明
が
さ
ら

に
進
ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。（
了
）

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

　暦の上では春になりますが、まだまだ鍋料理のおいしい季節です。「常夜鍋」
は「毎日食べても飽きない鍋」で、本来は日本酒のアルコールを飛ばしたもの
に豚肉とホウレンソウのみを入れる大人向きの鍋です。家族みんなで食べられ
るように、昆布だしにしました。スタミナの源となる豚肉と皮膚粘膜の抵抗力
を高めるホウレンソウの組み合わせは、寒い季節の風邪予防におすすめです。
お好みの野菜をたっぷり加えてお召し上がりください。

材料（２人分）
豚もも薄切り肉…200g　ホウレンソウ…１束（300g）　にんじん…１／５
本（50g）　大根…50g　白菜…１枚（100g）　水…適量　昆布…10cm 
根しょうが…１片　つけだれ【ポン酢、Ａ（しょう油・ゆず汁…各大さじ２）】 
薬味（刻みネギ、大根おろし、一味唐辛子など）

作り方
①ホウレンソウはさっとゆでて食べやすい長さに切る。豚肉は半分に切る。

にんじん・大根は皮むき器でうすくそぐ。白菜はそぎ切りにする。
②Ａを混ぜ、ポン酢をつくる。
③鍋に、水・昆布・薄切りにした根しょうがを入れる。ひと煮たちさせてから、

野菜・肉を入れ、火を通す。

… 鍋 で 野 菜 た っ ぷ り …
常  夜  鍋

栄養成分（１人分）
エネルギー 289kcal　たんぱく質 24.5g　脂質 15.4g 
食塩相当量 2.7g　食物繊維 7.7g　ビタミン B₁0.91mg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■発行日／平成20年 2月1日

■発　行／行田市役所　〒３６１−８６０１行田市本丸2番5号
　　　　　TEL ５５６−１１１１　FAX ５５０−２１１６
　　　　　ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp
　　　　　携 帯 サ イ ト http://www.city.gyoda.lg.jp/i/

■編　集／総合政策部広報広聴課

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。

譜
代
大
名
阿
部
家
の
足
跡

167

忍
藩
主
阿
部
家

忍
藩
主
阿
部
家

50

環境にやさしい大豆油インキ

忍御領分絵図
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